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サイレージおサイ し よび発酵 TMR 製の調製技術技

バイオエタノールの抽出残酒には、エネルギー、繊維、タンパク質などの栄養成分が含ま

れ､家畜飼料とし利用可能です。しかし、これらの残酒は高水分腐敗しやすいため、サイレー

ジ調製貯蔵技術が必要となります。本研究では、各種バイオエタノール抽出残酒の化学成分

変動および可利用飼料成分を解析し、サイレージや発酵TMR調製を検討しました。

’1.バイオｴﾀﾉー ﾙ抽出残酒の飼料成分

表1．バイオエタノール抽出残さの飼料成分

有機物粗ﾀンパク質粗脂肪ADFNDF

さつまいも原料

さつまいも抽出残さ

じゃがいも原料

じゃがいも抽出残さ

テンサイマッシュ原料

テンサイ抽出残さ

稲わら原料

稲わら抽出残置

97．00

90．84

95．86

91.93

96．94

91．36

92．50

85．52

2．60

32．87

5.72

49.93

3.85

31.29

2．53

7．61

OCW:総繊維;ADF:酸性デタージェント繊維；

NDF:中性デタージェント繊維

0．55

9．91

0．30

1．33

0．07

7．73

0．59

1．03

3．07

28．77

3．73

20．77

6．49

21.98

29.36

54.89

2．77

38．25

5．60

53．92

11．28

41.87

42.34

63.95

バイオエタノールの原料となるサツマイモ、ジャガイモ、テンサイおよび稲わらにはエタノール

抽出後も、タンパク質と繊維類などの栄養成分が多く含まれます。

'2パｲｵｴﾀﾉー ﾙ抽出残漬のｻｲﾚー ジ調製 1
さつまいもおよび稲わら抽出残さサイレージ発酵試験では､乳酸菌製剤「畜草1号」の添加により、

乳酸が高く、pHが低い良質なサイレージが調製できました。また長期貯蔵しても安定に品質を保持

することを解明しました。
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鰹” 乳酸菌 無添加乳酸菌 無添加乳赦菌 無添加乳酸菌

サツマイモ 稲わら 稲わらサツマイモと、一

図1.貯蔵後30目のバイオエタノールサイレージの発酵品質。

(乳酸菌の添加により、サイレージのPHが低下し、乳酸含量が向上）

－1B,バイオエタノール抽出残漬の発酵TMRの調製
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図2.バイオエタノール抽出残澄のTMRの調製(水分50%、粗蛋白質14%、TDN70%)

抽出残さ20～40％、濃厚飼料30～40％、乾草20～30％の割合で配合したTMR発酵飼料では

すべて良質に調製されました。単子葉（稲わら）や双子葉（サツマイモ）原料を利用したバイオエタ

ノール抽出残湾は､一部の乾草を代替できる反謡家畜の飼料として充分に利用できると考えられます。
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